
増殖性静脈溜

Pro I iferieren des varilくrisesHaemangiom. 

（臨床講義）

昭和5年 12月8日

教授墜皐博士烏潟隆三議 i21t
助手盤皐士市rj1 音！5信雄筆記

患者。金ο石。 23歳男。製綿工。昭和5年11月28日入院。

遺体的関係。特＝述ブベキモノナシ。

既往信。生来健＝シテ著忠ヲ知ラヌ。花柳病＝躍リタルコトナシ。

現在症。約3年Y.ili＇右側大腿ノ内側上制作首リ、鶏卵大ノ無痛性膨隆ヲ生ジクガ、何等

ノ苦痛ナク、只少シク右側下肢ニ倦怠感アルノミナリキ。繭予t＜.：詰一膨l墜ハ;j（第ニ下方＝向ヒ

テ増大シ．右側下肢ノ倦怠感;;J-強キヲカ日へ、歩行時＝鈍痛ヲ訴フn 主慾、便通、睡眠＝異

AAナシ。（以上受持皆員朗読。）

敬侵［右大腿内側ニ無痛性ノ膨隆ガ出来テゾレガダンダンたキクナツタガ、大シタ苦痛

ガ無イト云ブノデアリマス。先ヅ一般所見カラ治マストリ

事生「櫨骨各ハ中等大デ栄養ハ良好デ、頭部、顔面ユハ愛ツタ所ガアリマセン。胸部デハ

心臓エモ肺臓＝モ鑓化ヲ認、メマセン。_I

教授「ゾレカラ、」

事生「腹部＝モ異朕アリマセン。」

教授「肝臓、牌臓、腎臓ハ、」

製生「饗ツタコトハアリマセン。……肝臓モ、牌）織モ、腎臓モ1崎レマセン。」

敬長「主訴ニヨツテ、右大腿ヲ診マスト、」

畢生「右大腿内側ガ膨隆シテ居マス。」

敬授「右大腿＝於テ共ノ内陣筋群ノ部分ガ一般＝＝－）J長隆シ、且ツQiェ粗た性＝凹凸ガアリ、

周園トノ限界ハ明瞭デアリマセン。ゾレカラ表面ノ………」

皐生「表面ノ皮膚ユハ蟹化ナク、皮下静脈をえシテ蹟張シテ居リマセン。」

敬長「左側ェ比シ、皮下＝多少静脈ヲ明＝認メマスガ‘蹟張シテ居ルト云プ程デハアリ

マセン。向蹴診デ・・H ・H ・－」

事生「………・・づ

救授「陽性ノ所見ノミナラズ．陰性ノ所見ヲ事ゲル事毛必要デアリマス。系統的＝診察
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ヲ行フ詩＝、ス微細ナ所見ヲモ見逃サヌ篤＝、陰性ノ所見ニモ注意スベキデアリマス。＼＇（.

j!J~ナ J:W動ハ認メマセン。只時々筋肉ノ繊維性描捌ヲ認メマス。 ー・・・デハ1燭診致シマシヨ

ウ。J

（修生j妨診ヲ始ム。）

Z記長 「共ノ校＝片手ダヶII!.シテ、シカモ中指デ、一、l’ラミクu，：ナ事ヲシテハ楠診＝ナリマセ
ン。一定ノ作法＝ヨツテ．双方ノ手ヂ訴：＝燭診スルノデ・ス。微細ナ結ハ~J~jr-指端デ、診7 ス。」

拳生「硬度ノ、弾性l欧。」

教授「燭ii~ ノ始メ＝ハ先ヅ局所ノ温度ノ J:+i'· ヲ診マス。」

感生「局所性温度上昇ハアリマセンn 膨隆ハ内持：筋群全開＝瓦ツテ居リマシテ ・・」

敬授「周囲トハ・・・……」

·~生「周囲トノ限界ハ不I則氏デアリマス。」

数長「委シク云ヘバ上方ハ・….....J 

務生「上方ハ鼠探鉱髪、下方ハ膝議J二4描指・・・・…」

教授 「 ゾウデス。 lti'~指. '2杭指.3｛前指Jくハ d蹴指叉ハ halbeIfaudbreit (4~手掌〉

ト『11シ7 スo ilM.~上牛乎竿デス。大腿前副デ‘ハ ・・…ココ＝ハ内特筋ノ篇＝出来タ管ガア

リマシタネ。」

厚，生「Acl<luktけ1・eukanal （内時自主管）デ、ス。」

敦長「ゾウヂス。 Hm,te1・氏’i＇：；ト Fiヨシマス。前面ハ Hunter氏符＝及ピ、後酎ハ内悼h):i

群＝限局サレテJ;ijリマス。北＝硯山ハ 一..i 

著書生「l厘悩ノ何レノ部分モ~it~性軟デ、ス。J

従長「同時＝鰯診スベキ重要ナ~Ji. ハ人｜

取生「・・…・ •• i 

数段「出迫アカI¥ヘルト・・ ー…IT11・ぇ縮スルト ……」

製生「臆縮性ガアリマス。」

敬授「『！＇~辿スレバ腫府ハ泊失シ L~＇；ヲ去ルト次第＝－）J多レテ f:/i態 ＝－ j反スル場合ヲ毘絹i'I生ガア
ル 0王omprimierbar) ト巾シマス。 鹿縮性ガアルノハドウ云フ事ヲ意味スルノデスカ。」

・撃生「血管ト連ツテ居）J.,場合テス。」

敬授「ゾレハJI'重務内容カ千伐偶デアツテソレガ一定ノ鰭佐叉ハ脈管ト連ツテ居ル事ヲ意味

シマス。み：例＝於キマシテハ血’j'(X.ハ淋巴管ト考フベキデアリマス。然ラパ此ノ内＝アル

ノハ由法デショウヵ、叉ハ淋巴液ヂショウヵ。コレヲ診断スルエハ、」

務生「Diaphanoskopie（透l間念1:F.法）ヲ行ヒマス・ガ、光ヲ透シマセン。」

敬授「一番表JM＝－近クアル部分デ検従シマシテ毛、透照槍術ノ結果光線ヲ透シマセン。ゾ
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レデコノウチユハ淋巴液ハナクテ．光線ヲ遮JL-慨粒子ヲ混ジタ波、此ノ場合デハ血液ガア

ルト考ヘラレマス。－－－－…即チ血管＝連ツテ居ルト理解スルノヂアリマスガ．血管トスレ

パ動脈デショウカ。叉ハ静脈デショウカ。」

事生 「…・・・・・・…」

教授「若シ動脈トスレパ、」

早生「持動ヲ鰯レマス。」

教授「動脈＝連ツテ居テモ、又ハ連ツテ居ナクトモ直接動脈＝騎ツテ居ル場合ニハ持動

ヲ見マス。本例ハ！悦診上デ、ハ持動ガアリマセン。動脈。｜生ノ腫鼎デアルカ、否カノモツト確

カナ詮擦ハ、」

（事生聴診器ヲ出シテ局所＝首テル。）

畢生「雑音ヲ聞キマセン。」

教授「ソウデス。雑音ノアル臆癖ハ動脈性デアリマス。シカシ聴診シナクトモ、此ノ事

ハ崎診デ充分知リ得Jレノデアリマス。gpチ燭レテ訟マシテモ何等渦性雑音ヲ感知シマセン。

注意スレパ種々ナ道具ヲ用ヒズトモ簡軍ナ方法デ診断＝役立ツ重要ナ所見ヲ得ルコトガ多

イノデアリマス。」

教授「印チ此ノ場合ハi揺脈管カラ成立ツテ店ル腫庸デアリマス。此ノ様ナ腫拾い、或ハ海

綿様血管二）厘（Angiomacavernosum）或ハ静脈嘱（Var・iLen）或ハ Angiomaarteriale ra司

cernosum od. plexiforme, od. Rankenangiom （民献血管）J重）デアリマス。 Angioma 

simple'¥: （翠純性血管！厘）ト稿セラ VJレノハ、表皮ノ毛細血’H二ノ蛾張及新生デアリマシテ

先天性異献デアリマス。コレハ幼児＝見ルモノデ Naevusvasculosus （血管性母斑）トモ

言ハレマスガ．本例ノ鑑別診断ニハ問題トハナリマセン。前：脈悦二カラ出来テ店ル腫物＝モ

此ノ様＝極々ナモノガアリマスガ、此ノ患者ノ静脈管l毘ハ此等ノ ~~I 1ドレ＝属スルモノデ

アリマスカ。」

J墜生「・・・……・」

敬授「此ノ所見サへ~シ出スコトガ出来レパ、ソレデ診断ガ確定スルト云ブ様ナモノガ

アリマセンカ。」

撃生「....・...…」

教授「此ノ血官腫ヲ吏＝詳シク縄訪シテ御覧ンナサイ u」

畢生「所々＝硬結ヲ鯛レマス。J

教授「ゾウデス。えナルモノハlζrJf¥.，小ナルモノハ米粒犬、殆ンド凡テ球形ノ似粘ヲ

散在性＝欄知シマス。 i限度ハ骨様うとハ！欧骨様＝仮ク、表面j廿揮デ此ノ腫宿中＝包埋サレ、

1多動性ハ著明デアリマセン。マタ鹿痛モアリマセン。コレハ，何物デ、アリマスカ。」
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畢生「Phlebolithen（静脈結石）。」

教授「共通リデス。之ハ病的，箆化ニ固有ノモノ（path叩 uornonisch）デアリマシテ、コ

レサヘアレバ診宙Iハ確定的ニナリマス。診断ハ何デアリマスカ。」

感生「……ー… i

教授「帝：脈癖テアリマス。静脈i生ノ他ノ腫場、例ヘバ梅幸fr；様血管腫、珪献血管腫デハ此

ノ静脈結石ハアリマセンn コレデ診断ガキ 7 JJ..-詳デアリマス。 rn.：：－－静脈結石ガアレバ静脈
鼎デアリマスガ、；~i：服痢ハ必ズシモ静脈結石ヲ有スルモノトハ限リマセンカラ之ハ注意ヲ

要シマス。此ノ忠者デハ腫ザYiノ金蝿＝亘ツテ約16f同ノ静脈結石ヲ鯛知スルノデアリマス。

静脈結石トハ何物デアリマスカ。」

製生「静脈売却内：：.；対血ノ石友化シタモノデアリマス。」

教長「静脈結石ハ普通教科書＝書イテアル所デハ、血液ガ静脈府内デ、欝滞i疑問組織化シ、

イi~足化シタモノトシテ居リマスガ、又血公内膜カ‘内佐ノ方へ新生増殖シテノl、結節ヲ作 h中

心部ガ脂肪化シ＇:fi次化シテ生ズル場合モアリマス。此ノ場合＝組織標本ヲ作ツテ見ルト、

静脈結石ノ表面ハ新鮮ナ内被布I]胞デ被ハレテ居ルノデアリマス。 7 タ其ノ一部ガ細イ翠ヲ

以テ静脈痛内！日1ト連絡シテ居ルコトヲ立輩出来ル場合モアリマス。コレハ静脈管内政ノ異

常ナル新生培殖ノーツノ棋徴デアリマス。従ツテ此ノ患者ノ；~r1 ク腫癖ノ全部＝豆ツテ大小

不同ノ多数ノ静脈結石ヲ認メタ場合ハ凝血ノ石友化＝ヨル結石デ、ハナクシテ、血管内被細

胞ノミナラズ．郁脈管ゾレ自身モ異常＝増殖シ一面＝ハゾレガ varikぬ（静脈癖性）＝内

陸ヲ鑓化シテ Varikosit砧ノ猷態ヲ示シ、他国＝ハ所在＝内被細胞ノ異常増殖テ、静脈結石

ヲ生ジタモノト考ヘネバナリマセン。サテ此ノ；設生シタ場所ハ何慮デアリマスカ。」

撃生「一……・…」

教授「コレハ筋肉内テアリマス。印チ筋肉I勺デ静脈ガ一方＝新生シ一方＝静脈1Mヲ形成

シ、結石ヲ作ツタモノデアリマス。ゾレデ筋肉ガ次第＝侵サレ筋映モ亦タ所々非部＝ナツタ

モノデアリマス。歩行ノ時ニ局所＝鈍痛ヲ訴ヘルノハ筋脱ガ伸展サレヨ1~荷．＝ナツテ店ル所

ガアJレカラデアリマス。マタ此部＝山内ノi強制t性描捌ヲ認メ Jレノ毛、筋｜首］＝静脈！厘ガ出来

テ居ルカラデアリマス。

静脈腐ハヨク V臼nasapheua magna （）く蓄後静脈）ノ排肢障碍カラ起ルノデアリマス

ガ、此ノ；場合＝ハ元来カラアル皮下ノ静脈ノ異常掠長及ピ異常笥曲ガ現レ且ツ所調

Trendelenburg 氏ノ現象ヲ認メルノデアリマス。 IW チ忠者ヲ横臥セシメテ）（，1もj＼~ic静脈上

部ヲ~迫シナガラ｝出立セシメマスト、静脈癌ハ現レ雑ク、 ill!£迫ヲ取Jレト瞬時デ再ピ明＝静

脈鼎ガ現レルノデアリマス。此ノ忠脊デハ Trendelenbur・g氏ノ現象ハアリマスカ。」

拳生「アリマセン」
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教授「本例＝於キマシテハ、上ヲ被ツテ居）｝，筋膜ハ下ョリノ！堅迫＝ヨリ或部デハ緊張シ、

或部デハ~迫萎縮ノ矯＝非i噂トナツテ居リマシテ、深部ノ内碑筋群ノ静脈カラ増殖性＝費

生シタ静脈癌ト認ムベキモノデ Trenclelenbrug；氏現象ハアリマセン。ソレデ、スカラ足＝

力ヲ入レ筋肉ヲ牧縮サセマスト、腫暗ハ部分的＝泊、失スルノデアリマス。 gpチ静脈排ノ不

全＝衣グ静脈血ノ欝滞ガ原因デ護生シタモノデ、ハナクシテ、 Mir＝＝－述ベク様＝静脈管全開ノ

異；vと増殖及ピ内被細胞ノ！佐内ニ向ツテ J異常増殖ノ結果トシテ起ツタモノデ、ツマリ静脈
ヲ構成シテ居ル各組織ノ異常新生ガ原因デアリマス。」

教授「治療法ハ、」

畢生「手術＝ヨツテ取去リマス。」

教授「治療ハ相堂＝困難デアリマス。上ハ鼠接被壁＝及ンデ居れ多数ノ筋肉内＝侵入

シテ居リマスカラ‘場合＝ヨリ全部ヲ別出スルコトガ出来ナケレバ深部静脈トノ交通枝ヲ

結禁シテ、其大部分ヲ別出致シマセウ。」

手術所見。右犬腿内側＝於テ膨陸部上＝大切開ヲ加フル＝筋膜ハ所々非薄トナリ居リテ

静脈血ヲ満セル蔓献腫癌塊ヲ透シ見得。上方ハ小部分鼠践部＝連リ下方モ同様＝小部分膝

笥＝及ブ。此雨部ヲ集合結紫＝ヨリテ切断シタル後中央部＝於テ深部筋居内ュ侵入セル部

ハ一部筋肉ト共＝切除シ其殆ンド大部分ヲ刷出スルヲ得タリ。腫場ハカナリ太キ携張セJレ

静脈ヨリ成立シ所々＝純白色米粒flk乃至大豆・l!J¥ノ静脈結石ヲ容ル。 （終1J)


